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 好配当日本株式 オープン 
愛称:好配当ニッポン 

運用報告書(全体版) 
 

第56期（決算日2019年７月10日） 第57期（決算日2019年10月10日） 
 

作成対象期間（2019年４月11日～2019年10月10日） 

受益者のみなさまへ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚く御礼申し上げます。 
当作成対象期間の運用状況等についてご報告申し上げます。 
今後とも一層のお引立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 

●当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 
商 品 分 類 追加型投信／国内／株式 
信 託 期 間 2005年６月24日以降、無期限とします。 

運 用 方 針 

わが国の株式を実質的な主要投資対象とし、配当利回りに着目し、高水準のインカムゲインと中長期的な値上がり益の獲得によるトー
タル・リターンの追求を目指します。 
株式への投資にあたっては、予想配当利回りが市場平均を上回る銘柄を中心に、企業の業績変化などのファンダメンタルズ、株価の割
安性（バリュエーション）等の観点から銘柄評価を総合的に行い、投資銘柄を選別します。 

主な投資対象 

好配当日本株式 
オープン 

好配当日本株式 マザーファンド受益証券を主要投資対象とします。 
なお、株式等に直接投資する場合があります。 

好配当日本株式 
マザーファンド 

わが国の株式を主要投資対象とします。 

主な投資制限 

好配当日本株式 
オープン 

株式への実質投資割合には制限を設けません。 

好配当日本株式 
マザーファンド 

株式への投資割合には制限を設けません。外貨建て資産への投資割合は信託財産の純資産総額の10％以内と
します。 

分 配 方 針 

年４回の毎決算時に原則として分配を行います。毎年４月および10月の決算時には、原則として配当等収益等を中心に安定分配を行い
ます。 
毎年１月および７月の決算時には、配当等収益等を中心とした安定分配は行いませんが、基準価額水準等を勘案した分配を行います。
留保益の運用については、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行います。 
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好配当日本株式 オープン

○最近10期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 参  考  指  数 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

東証株価指数 
(ＴＯＰＩＸ) 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ ％ 百万円 

48期(2017年７月10日) 12,064 200 7.5 1,615.48 7.7 97.0 － 7,187 

49期(2017年10月10日) 12,511 70 4.3 1,695.14 4.9 97.5 － 7,119 

50期(2018年１月10日) 13,684 350 12.2 1,892.11 11.6 98.2 － 7,163 

51期(2018年４月10日) 12,455 70 △ 8.5 1,731.94 △ 8.5 97.5 － 6,481 

52期(2018年７月10日) 12,008 200 △ 2.0 1,716.13 △ 0.9 97.2 － 6,092 

53期(2018年10月10日) 12,533 70 5.0 1,763.86 2.8 97.1 － 6,229 

54期(2019年１月10日) 10,708 30 △14.3 1,522.01 △13.7 96.6 － 5,387 

55期(2019年４月10日) 11,293 70 6.1 1,607.66 5.6 97.0 － 5,525 

56期(2019年７月10日) 10,838 100 △ 3.1 1,571.32 △ 2.3 97.5 － 5,197 

57期(2019年10月10日) 11,059 70 2.7 1,581.42 0.6 97.2 － 5,200 
 
＊基準価額の騰落率は分配金込み。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 

 

○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 参 考 指 数 

株   式 
組 入 比 率 

株   式 
先 物 比 率  騰 落 率 

東証株価指数 
(ＴＯＰＩＸ) 

騰 落 率 

第56期 

(期  首) 円 ％  ％ ％ ％ 

2019年４月10日 11,293 － 1,607.66 － 97.0 － 

４月末 11,281 △0.1 1,617.93 0.6 97.2 － 

５月末 10,456 △7.4 1,512.28 △5.9 97.0 － 

６月末 10,820 △4.2 1,551.14 △3.5 97.3 － 

(期  末)       

2019年７月10日 10,938 △3.1 1,571.32 △2.3 97.5 － 

第57期 

(期  首)       

2019年７月10日 10,838 － 1,571.32 － 97.5 － 

７月末 10,776 △0.6 1,565.14 △0.4 97.4 － 

８月末 10,406 △4.0 1,511.86 △3.8 97.7 － 

９月末 11,163 3.0 1,587.80 1.0 97.3 － 

(期  末)       

2019年10月10日 11,129 2.7 1,581.42 0.6 97.2 － 
 
＊期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

＊当ファンドはマザーファンドを組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」は実質比率を記載しております。 

＊株式先物比率は買い建て比率－売り建て比率。 
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好配当日本株式 オープン

◎運用経過 

○作成期間中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。作成期首（2019年４月10日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 

（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、個々のお客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注）参考指数は、東証株価指数（TOPIX）です。参考指数は、作成期首（2019年４月10日）の値が基準価額と同一となるように計算してお

ります。 

（注）上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

基準価額は、第56期期首11,293円から第57期期末11,059円（分配後）となりました。なお、

第56期に100円、第57期に70円の分配金をお支払いしましたので、分配金を考慮すると64円の

値下がりとなりました。 

 

第56期 

（下落） トランプ米大統領が対中関税の引き上げを表明し、米中貿易摩擦の激化懸念が再燃し

たこと。 

（上昇） 米国のパウエルFRB（米連邦準備制度理事会）議長が政策金利引き下げの可能性を示

唆したこと。 

（上昇） 米中首脳会談において、貿易協議を再開することで合意し、対中追加関税が先送りさ

れたこと。 
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第57期 

（下落） トランプ米大統領が対中追加関税の発動を表明し、景気減速への懸念が高まったこと。 

（上昇） 対中追加関税が一部延期となったことにより、先行きへの不安が薄らいだこと。 

（下落） 米国において、ISM製造業景況感指数や雇用関連の経済指標が低調だったこと。 

 

○投資環境 

当作成期首から５月にかけては、トランプ米大統領が対中関税の引き上げを表明したことか

ら米中貿易摩擦激化への懸念が高まったことや、国内企業の2019年３月期決算発表において新

年度業績見通しが慎重であったことなどから、国内株式市場は大きく下落しました。 

６月に入ると、パウエルFRB（米連邦準備制度理事会）議長が政策金利引き下げの可能性を

示唆したことや、米国がメキシコに対する制裁関税を見送ったことなどから米国株式市場が大

きく上昇し、国内株式市場も反発しました。６月下旬から７月上旬にかけては、米中首脳会談

において貿易協議の再開で合意し、対中追加関税が先送りされたことなどが好感されさらに上

昇しました。 

８月上旬には、トランプ米大統領が中国からの輸入品3,000億ドル相当に対しての追加関税

を表明したことや、人民元が対米ドルで11年ぶりの安値水準となったことが投資家心理の悪化

に繋がり大きく下落しました。月末にかけては中国の報復的な対米関税引き上げなどによりリ

スク回避の動きが強まり円高ドル安が進行したことなどからさらに下落しました。 

９月に入ると、香港政府による「逃亡犯条例」改正案の撤回表明や英下院でのEU（欧州連合）

離脱延期法案可決に加えて、米中通商協議再開見通しの報道などが好感され大きく上昇しまし

た。先行き不安が薄らいだことで米国の長期金利が上昇したことも金融株などの押し上げ材料

となりました。 

９月下旬から当作成期末にかけては、トランプ米大統領の弾劾を巡り米国の政治情勢に不透

明感が高まったことに加え、米国のISM製造業景況感指数や雇用関連の経済指標が低調だった

ことを受けて、景気減速の懸念が高まったことなどから国内株式市場は下落しました。 
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○当ファンドのポートフォリオ 

［好配当日本株式 オープン］ 

主要投資対象である［好配当日本株式 マザーファンド］受益証券を高位に組み入れ、実質

的な株式組入比率は第56期期末97.5％、第57期期末97.2％としました。 

 

［好配当日本株式 マザーファンド］ 

・株式組入比率 

資金変動時を除いて株式組入比率は高位を維持し、第57期期末97.3％としました。 

 

・当作成期中の主な動き 

配当利回りに着目し、高水準のインカムゲインと中長期的な値上がり益の獲得によるトータ

ル・リターンの追求を目指し、ポートフォリオの見直しと入れ替えを行いました。銘柄の選定

にあたっては、予想配当利回りが市場平均を上回る銘柄を中心に、配当の安定性や成長性、企

業の業績などのファンダメンタルズ（基礎的諸条件）、株価の割安性などに関する評価・分析

により、投資銘柄を選別しました。ポートフォリオ構築にあたっては、個別銘柄の流動性など

を勘案しながら銘柄分散を図るとともに、特定の業種に対する投資比率を過度に集中させない

よう業種分散に一定の配慮を行いました。 

 

＜投資割合を引き上げた主な業種（東証33業種分類による、以下同じ）と銘柄＞ 

①電気機器 

TDK、三菱電機を買い付け 

②精密機器 

シチズン時計を買い付け 

③建設業 

コムシスホールディングス、協和エクシオを買い付け 

 

＜投資割合を引き下げた主な業種と銘柄＞ 

①銀行業 

三菱UFJフィナンシャル・グループ、ふくおかフィナンシャルグループを売却 

②輸送用機器 

豊田自動織機、日産自動車を売却 

③卸売業 

三菱商事、住友商事を売却 
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＜業種構成の特徴＞ 

①予想配当利回りが市場平均を上回る建設業、ガラス・土石製品、輸送用機器などの業種を

オーバーウェイト（市場平均以上の投資割合） 

②予想配当利回りが市場平均を下回る陸運業、食料品、サービス業などの業種をアンダーウェ

イト（市場平均以下の投資割合） 

 

当作成期末の株式ポートフォリオの予想配当利回り（'19年度予想基準）は約3.4％としてお

り、市場平均より高く保っています。 

（株式ポートフォリオの予想配当利回りは、一株当たりの予想配当金額を基に弊社が計算。

なお、税金を考慮していません。） 

 

○当ファンドのベンチマークとの差異 

当ファンドは運用の目標となるベンチマー

クを設けておりません。 

コメント・グラフは、基準価額と参考指数の

騰落率の対比です。 

 

第56期 

参考指数としている東証株価指数（TOPIX）

の騰落率が－2.3％となったのに対して、基準価

額は－3.1％となりました。 

（主なプラス要因） 

①市場平均に比べてパフォーマンスが良かっ

た保険業への投資比率を高くしていたこと 

②市場平均に比べてパフォーマンスが悪かっ

た電気機器への投資比率を低くしていたこと 

③保有比率が高かった日本電信電話、りらいあ

コミュニケーションズなどが値上がりした

こと 

（主なマイナス要因） 

①市場平均に比べてパフォーマンスが悪かったガラス・土石製品、銀行業への投資比率を高く

していたこと 

②保有比率が高かった日産自動車、電通などが市場平均より値下がりしたこと 
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第57期 

参考指数の騰落率が＋0.6％となったのに対して、基準価額は＋2.7％となりました。 

（主なプラス要因） 

①市場平均に比べてパフォーマンスが良かった建設業への投資比率を高くしていたこと 

②市場平均に比べてパフォーマンスが悪かった食料品への投資比率を低くしていたこと 

③保有比率が高かった東京エレクトロン、ディップなどが市場平均より値上がりしたこと 

（主なマイナス要因） 

①市場平均に比べてパフォーマンスが悪かった石油・石炭製品、ガラス・土石製品への投資比

率を高くしていたこと 

②保有比率が高かった日産自動車、セイコーエプソンなどが値下がりしたこと 

 

 

◎分配金 

（１） 収益分配金については、第56期は１万口当たり100円、第57期は１万口当たり70円とさせ

ていただきました。 

（２） 留保益の運用につきましては、特に制限を設けず、元本部分と同一の運用を行います。 

 

○分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第56期 第57期 

2019年４月11日～ 
2019年７月10日 

2019年７月11日～ 
2019年10月10日 

当期分配金 100  70  

(対基準価額比率) 0.914％ 0.629％ 

 当期の収益 －  70  

 当期の収益以外 100  －  

翌期繰越分配対象額 5,383  5,448  
 

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 
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◎今後の運用方針 

［好配当日本株式 マザーファンド］ 

・投資方針 

（１） 株式の組入比率については、ファンドの資金動向に配慮しつつ高位を維持する方針です。 

（２） 銘柄選択にあたっては、株主に対する直接的な利益還元手段である配当に着目し、予想

配当に基づく配当利回りが東証一部の市場平均を上回る銘柄を中心に、配当の安定性や

将来の成長性なども考慮して組み入れを行います。 

（３） 個別銘柄の投資比率の決定においては、予想配当利回り水準のほか、企業業績の動向、

企業の保有する金融資産や負債、キャッシュフローの水準などに基づくバリュエーショ

ンなどを考慮します。 

（４） また、特定の業種に過度に集中投資をせず、中小型の銘柄も含めて幅広く分散投資を行

い、中長期的に安定したインカムゲイン（配当収入）とキャピタルゲイン（値上り益）

の獲得を目指します。 

（５） 米中貿易協議が部分合意に達し、貿易摩擦激化の懸念が一時後退したものの、米国のISM

製造業景況指数が10年ぶりの低水準となるなど世界経済の先行きが不透明な状態が継続

しています。このような環境においても、現在の配当水準を中期的に維持できる企業が

数多くあると考えています。こうした企業の中から、安定的な配当収益と中長期的な値

上がり益が期待できる銘柄を発掘して投資していく方針です。 

 

［好配当日本株式 オープン］ 

主要投資対象である［好配当日本株式 マザーファンド］の組み入れを高位に維持し、配当

収入に基づく安定的な分配と基準価額の向上に努めます。 

 

今後とも引き続きご愛顧賜りますよう、よろしくお願いいたします。 

 

  



品 名：90001_140340_057_02_好配当日本株式 オープン_792971.docx 

日 時：2019/11/7 13:34:00 

ページ：8 

 

－ 8 － 

好配当日本株式 オープン

○１万口当たりの費用明細 (2019年４月11日～2019年10月10日) 

項 目 
第56期～第57期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 65  0.605  (a)信託報酬＝作成期間の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (30)  (0.275)  ファンドの運用とそれに伴う調査、受託会社への指図、法定書面等の作成、 
基準価額の算出等 

 （ 販 売 会 社 ） (30)  (0.275)  購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理 
および事務手続き等 

 （ 受 託 会 社 ） ( 6)  (0.055)  ファンドの財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行等 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 3   0.031   (b)売買委託手数料＝作成期間の売買委託手数料÷作成期間の平均受益権口数 
   ※売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） ( 3)  (0.031)   

（c） そ の 他 費 用 0   0.002   (c)その他費用＝作成期間のその他費用÷作成期間の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） ( 0)  (0.002)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 68   0.638    

作成期間の平均基準価額は、10,817円です。  

 
＊作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

＊各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

＊売買委託手数料およびその他費用は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するもの

を含みます。 

＊各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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○売買及び取引の状況 (2019年４月11日～2019年10月10日) 

 

銘 柄 
第56期～第57期 

設 定 解 約 
口 数 金 額 口 数 金 額 

 千口 千円 千口 千円 
好配当日本株式 マザーファンド 17,961 40,400 155,920 361,200 

 
＊単位未満は切り捨て。 

 

○株式売買比率 (2019年４月11日～2019年10月10日) 

 

項 目 
第56期～第57期 

好配当日本株式 マザーファンド 

(a) 当作成期中の株式売買金額 2,566,454千円 
(b) 当作成期中の平均組入株式時価総額 5,039,377千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.50   
 
＊(b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2019年４月11日～2019年10月10日) 

 

＜好配当日本株式 オープン＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜好配当日本株式 マザーファンド＞ 

区       分 

第56期～第57期 

買付額等 
Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 1,175 237 20.2 1,390 349 25.1 

平均保有割合 100.0%       
 
※平均保有割合とは、マザーファンドの残存口数の合計に対する当該子ファンドのマザーファンド所有口数の割合。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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項 目 第56期～第57期 
売買委託手数料総額（A） 1,587千円 
うち利害関係人への支払額（B） 335千円 

（B）／（A） 21.2％   
 
＊売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは野村
證券株式会社です。 

 

○組入資産の明細 (2019年10月10日現在) 

 

銘 柄 
第55期末 第57期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

好配当日本株式 マザーファンド 2,331,711 2,193,753 5,193,710 
 
＊口数・評価額の単位未満は切り捨て。 
 
 

親投資信託における組入資産の明細につきましては、後述の親投資信託の「運用報告書」をご参照ください。 
 

○投資信託財産の構成 (2019年10月10日現在) 

項 目 
第57期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

好配当日本株式 マザーファンド 5,193,710 98.8 

コール・ローン等、その他 60,522 1.2 

投資信託財産総額 5,254,232 100.0 
 
＊金額の単位未満は切り捨て。 

 

  

親投資信託残高 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第56期末 第57期末 

2019年７月10日現在 2019年10月10日現在 

  円 円 

(A) 資産 5,264,024,110   5,254,232,780   

 コール・ローン等 75,106,191   59,921,990   

 好配当日本株式 マザーファンド(評価額) 5,187,317,919   5,193,710,790   

 未収入金 1,600,000   600,000   

(B) 負債 66,266,991   53,299,033   

 未払収益分配金 47,956,435   32,920,555   

 未払解約金 2,672,480   4,995,608   

 未払信託報酬 15,595,402   15,341,034   

 未払利息 168   28   

 その他未払費用 42,506   41,808   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 5,197,757,119   5,200,933,747   

 元本 4,795,643,518   4,702,936,557   

 次期繰越損益金 402,113,601   497,997,190   

(D) 受益権総口数 4,795,643,518口 4,702,936,557口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,838円 11,059円 
 

（注）第56期首元本額は4,892,273,169円、第56～57期中追加設定元本額は83,636,811円、第56～57期中一部解約元本額は272,973,423円、１口

当たり純資産額は、第56期1.0838円、第57期1.1059円です。 
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○損益の状況 

項 目 
第56期 第57期 

2019年４月11日～ 
2019年７月10日 

2019年７月11日～ 
2019年10月10日 

  円 円 

(A) 配当等収益 △        3,133   △        2,522   

 支払利息 △        3,133   △        2,522   

(B) 有価証券売買損益 △  153,062,345   152,160,497   

 売買益 3,735,119   156,986,135   

 売買損 △  156,797,464   △    4,825,638   

(C) 信託報酬等 △   15,637,908   △   15,382,842   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △  168,703,386   136,775,133   

(E) 前期繰越損益金 385,338,308   164,514,846   

(F) 追加信託差損益金 233,435,114   229,627,766   

 (配当等相当額) (  1,183,940,308)  (  1,171,765,616)  

 (売買損益相当額) (△  950,505,194)  (△  942,137,850)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 450,070,036   530,917,745   

(H) 収益分配金 △   47,956,435   △   32,920,555   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 402,113,601   497,997,190   

 追加信託差損益金 233,435,114   229,627,766   

 (配当等相当額) (  1,183,981,318)  (  1,171,856,227)  

 (売買損益相当額) (△  950,546,204)  (△  942,228,461)  

 分配準備積立金 1,397,746,526   1,390,490,816   

 繰越損益金 △1,229,068,039   △1,122,121,392   
 
＊損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 

＊損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

＊損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

 

（注）分配金の計算過程（2019年４月11日～2019年10月10日）は以下の通りです。 

項 目 
第56期 第57期 

2019年４月11日～ 
2019年７月10日 

2019年７月11日～ 
2019年10月10日 

a. 配当等収益(経費控除後) 0円 62,971,863円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 0円 0円 

c. 信託約款に定める収益調整金 1,183,981,318円 1,171,856,227円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 1,445,702,961円 1,360,439,508円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 2,629,684,279円 2,595,267,598円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 5,483円 5,518円 

g. 分配金 47,956,435円 32,920,555円 

h. 分配金(１万口当たり) 100円 70円 
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○分配金のお知らせ  

 第56期 第57期 

１万口当たり分配金（税込み） 100円 70円 
 
※分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合、分配金は全額普通分配金となります。 

※分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合、分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、下回

る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 

※分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合、分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 

 

○お知らせ 

 該当事項はございません。 
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